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夏
休
み
に
青
少
協
で
呼
び
か
け

り

夏

の

問

こ

ど

も

た

ち

を

明

る

く

健

康

に

す

ご

さ

せ

る

こ

と

よ
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た

し

ま

す

。

は

お

と

な

た

ち

が

、

と

く

に

気

を

つ

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

アゴ

い

こ

と

で

す

。

夏

の

休

暇

は

と

く

に

長

い
期

間

で
も

あ

り

児

童

が

家

庭

内

で

生

活

す

る

時

間

、

あ

る

い

は

地

域

社

会

政

に

接

す

る

機

会

も

、

多

い

わ

け

で

す

。

水

難

事

故

を

は

じ

市

め

不

慮

の

事

故

や

非

行

あ

る

い

は

伝

染

病

か

ら

守

り
、

J心、

村

身

と

も

に

健

全

に

過

さ

せ

た

い

た

め

に

、

大

村

市

青

少

年

問

題

協

議

会

で

は

つ
ぎ

の

と

お

り

対

策

を

た

て

推

進

す

る

大

こ

と

に

な

り

ま

し

た

の

で

、

各

関

係

機

関

、

各

種

団
体
、
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な

ら

び

に

市

民

の

み

な

さ

ん

の

ご

協

力

を

切

に

お

願

い

い

実

施

期

間
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願
い
し
ま
す
。

ム
大
村
地
区
上
下
久
原
、
前
舟

津
、
東
浦
.荒
平
、
水
計
、
佐
古

A
西
大
村
地
区
上
下
中
部
訪

池
田
、
坂
口
、
松
山
、
水
田

(税
務
課
)

家
屋
の
実
態
調
査

に
ご
協
力
を

が
設
け
て
あ
り
ま
す
が
、
海
水
浴

中
の
人
(
ほ
と
ん
ど
が
乙
ど
も
た

ち
)
が
乙
の
イ
カ
ダ
に
さ
わ
っ
た

り
、
飛
込
台
の
代
わ
り
に
し
て
い

ま
す
。
イ
カ
ダ
に
さ
わ
る
と
ケ
ガ

し
た
り
、
ま
た
養
殖
の
施
設
が
こ

わ
れ
ま
す
の
で
、
近
寄
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

(
商
工
水
産
課
)

家
展
評
価
の
た
め
昨
年
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
家
屋
の
実
臨
調

査
を
、
八
月

一
日
か
ら
実
施
し
ま

す。
最
初
に
つ
ぎ
の
町
内
か
ら
実
施

し
ま
す
の
で
、
係
員
が
参
り
ま
し

た
際
は
、
全
面
的
に
ど
協
力
を
お

真
珠
養
殖
用
イ
カ

ダ
に
さ
わ
る
と
危
険

市
内
の
海
岸
に
は
真
珠
養
殖
筏

(一)

夏
休
み
の
問
、

児
童
を
非
行
か
ら
守
る

小川

「
家
庭
の
呼
び
声
」
運
動
と
し

て
午
後
八
時
に
サ
イ
レ
ン
な
ど
を

鳴
ら
し
、
外
出
中
の
乙
ど
も
を
家

庭
に
呼
び
戻
す
。
各
家
庭
で
は
、

も
う
}
度
児
童
の
動
静
を
確
か
め

る児
童
を
惇
染
病
か
ら
守
る

一一 一一一一一一一-~~-~-.-::::一一一一一 一一一一一一一 一一

山山
各
家
曜
に
お
い
て
は
常
に
随
康

に
留
意
し
、
と
く
に
屋
外
の
暑
い

所
で
は
必
ず
帽
子
を
か
ぶ
ら
せ
、

日
射
病
、
日
本
脳
炎
な
ど
の
予
防

に
努
め
る
。
ま
た
手
洗
い
、
v

つ
が

い
を
励
行
し
、

寝
る
時
に
は
腹
巻

を
利
用
す
る
な
ど
・
授
冷
え
に
注
意

す
る
。

山川熱
が
出
た
り
、
下
痢
な
ど
が
あ

る
と
き
は
、
す
ぐ
医
師
の
診
断
を

受
け
る
。

川
口
休
饗
そ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
与
え
、
と

く
に
毎
日
「
ひ
る
ね
」
さ
せ
る
な

ど
臨
眠
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
ら
せ
体

力
の
消
粍
を
防
ぐ
。

(
大
村
市
青
少
年
問
題
協
議
会
)

一一@
@
一
①
@
@
…

健
康
診
断
の
日

程
を
一
部
変
更

七
月
二
十
日
号
で
結
核
健
康

診
断
(
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
)

の
実
施
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
八
月
十
七
日
以
後

行
な
う
松
原
、
福
輩
、
西
大
村

大
村
地
区
の
日
程
を
変
更
し
て

八
月
二
十
二
日
か
ら
実
施
し
ま

す
。
日
程
は
八
月
十
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ゴ
一浦
、
鈴
回
、宜
瀬
地
区
は
そ

の
ま
ま
で
す
か
ら
、
誘
い
合
せ

て
診
断
を
受
げ
て
く
だ
さ
い
。

(
保
険
衛
空
課
)

川川

-z-z
z-v

蚊
は
人
を
刺
し
、
単
卵
↓
泊
虫
{
ボ
l
フ

ラ

)

↓

踊

種

名

吸

血

か

ら

産

卵

ま

で

卵

期

幼

虫

期

畑

出

原

因

に

な

り

ま

ず
か
ら
片
づ
け
川

川
帳
…
に
痛
み
や
か
ゆ
み
を
(
オ
ニ
ポ
1
フ
ラ
)
↓
成
虫
ア
カ
イ
エ
蚊

2
1
4
2
1
4
m
l
U

3
1
4
日

ま

す

。

山

一
…
手
…
与
え
る
だ
げ
で
な
く
幼
虫
は
口
に
あ
る
ハ
ケ
の
よ
う
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊

6
1
8
3
1
4
6
1
8

2

1

3
日

程

の

切

守

警

努

中

の

川

じ

生

…

い

ろ

い

ろ
の
病
気
を
な
毛
で
李
動
か
し
、
流
れ
て

ま

れ
7
fラ
蚊

l
j
l
j
l
j日

1
4日
竹
の
課
長
、
雨
水
が
た
ま
川

に
衛
一
媒
介
す
る
こ
と
が
あ

く
る
も
の
を
な
ん
で
も
た
べ
ま
④
吸
血

H
雄
は
全
く
殴

在

日
本
脳
炎
U
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
っ
て
、
ヤ
ブ
カ
装
空
し
ま
す
ル

川

り

ま

す

。

し

か

も

そ

す

。

ず

、

雌

だ

け

が

専
月
吸
血
し
ま
カ
、

ア
カ

イ

エ

カ

、

か

ら

、

切

け

倒

ず
か
、
割
目
を

川

…
の
病
気
は
人
間
だ
付
で
な
く
、

踊
(
さ
な
ぎ
)
は
食
物
を
と
り
す
。
ま
た
蚊
に
よ
っ
て
各
種
の

糸

状
虫

(
ブ
イ
ラ
リ
ア
疾
患
)

い

れ
て
水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
川

川
家
畜
な
ど
も
そ
の
害
を
受
け
ま
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
口
か
ら
病
気
ぞ
伝
え
る
の
は
吸
血
の
と
日
ア
カ
イ
エ
カ
、
シ
ナ
ハ
マ
ダ
に
し
ま
す
。

つ
ぎ
の
か
た
は
国
民
健
康
保
険
一効
を
公
告
し
ま
す
。
な
お
該
当
者
一
す
。
そ
れ
で
わ
た
し
た
ち
は
蚊

入
る
乙
と
に
よ
っ
て
申
毒
症
状
き
で
す
。

ラ
ヵ
、

④
水
柵
H
毎
週
一
回
以
上
水
を
川

高

い

ま

す

)

意

ず

る

。

法

第

八
条
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
一は
被
保
険
者
証
そ
急
い
で
保
険
ア
の
発
生
源
を
除
い
て
、
住
よ
い
遣
す
殺
虫
剤
は
、
サ
ナ
ギ
に
⑤
産
卵
日
蚊
の
揮
は
、
吸
血
発
生
源
の
整
備
と
駆
除

と
り
か
え
る
よ
う
に
し
、

蚊
の

一

八
月

一
日

官

会

主

旦

出

品

話

器

官

能

担

問

問

時

抗

的

れ

伝

言

に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

-HUま

し

ょ

う

。

信

子

の

と

お

り

持

刊

誌

じ

い

訂

以

い

お

い

ド

詩

訪

日

立

川

町

一

仁

一

時

宵

担

当

一
ぃ

児

童

を

危

険

な

一
詩

話

番

げ

川

当

時

内

部

川

立

日

そ

点

在

日

諮

問

一

か

か

主

じ

良

一一

r
k
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一

明

日

れ

よ

い

山

口

一

一

一

日

一

児

童

を

1
険

な

一

玩
具
か
ら
守
る

一
四
二
五
七
八
立
石
テ
ル
子
桜
馬
場
川

7
・
日
そ
の
他
川
も
っ
と
も
代
表
的
な
も
の
率
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ボ
ウ
フ
ラ
が
差
し
た
ら
日
な
ど
日
魚
を
飼
う
と
、
か
な
り
山

時
H
U
F
F立川

一日

間

破

損

一

U
M
U品
目

町

出

比

二

一

三

百

謀

長

日

班

い

一
山
転
出
し
問
失
)
一

時

、

「
代

詩

句

で

何

十

虫

の

生

存

期

間

H
概

ね

諮

問

叩

協

同

時

計

H
K
3誌

を
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な

い

を
指
定
す
均
一
町
内
誌
と
協
刀
な
ど
の
例
所
に
は
じ
ゅ
芸
ん
注

一た
く
さ
ん
所
持
さ
せ
な
い
。

一
六

一
一

一

七

話

題

器

産

5
;
そ

の

他

山

オ

オ

ク

ロ

ヤ

ブ
カ、

「
ハ
マ
ダ
生
存
期
間
は
一
プ
刀
月
程
度
と
い

産
卵
は
討
の
間
二
回

J
一ニ
凶

(

一二
十

倍

)

オ

ル

ソ

日

間

引

間

日

日

日

時
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E

i

当
'

一
六
O
六
O
八

鳥
越
ツ
ル
ヱ
下
小
路
口
6
・
5
職
域
加
入
(紛
失
)
叩
ラ
蚊
族
」
の
シ
ナ
ハ
マ
ダ
ラ
カ

わ
れ
、
一
般
に
温
度
が
低
い
ほ
し
一
回
の
湾
卵
数
は
五
十
J
一ニ

1
百
倍
)
な
ど
を
月
ニ
?
三
凶
油
の
周
辺
に
日
円
七
乳
剤
や

川

七
O
五
七

O

佐
藤
ミ
ツ
重
井
閏
郷

7
・
n
そ
の
他

川

な

ど

で

、

い

ず
れ
も
広
<
発
生
ど
、
ま
た
気
温
が
高
い
ほ
ど
阜
百
個
と
い
わ
れ
て
い

ま

す

。

散

布
し
ま
す
。

除
虫
菊
乳
剤
キ
散
布
し
ま
す
。
…

克

O
二
一
六
岩
永
イ
キ

照
郷

7
・
1

職
誠
一
保
険

川
し
、
日
本
脳
炎
の
病
毒
を
伝
え
や
く
死
に
ま
す
。
晩
春
に
発
生
⑤
活
動
距
離
日
ハ
マ
ダ
ラ
カ
は
⑦
庭
酌
手
洗
鉢
、
空
び
ん
、
空
ボ
ウ
フ
ラ
は
ほ
と
ん
ど
周
辺
だ
川

四
一
八
三
三
江
上
チ
カ
西
小
路

4
・
1
紛
失
(
職
域
)
亡
ま
す
。

，

し
た
蚊
は
一
部
は
そ
の
年
の
秋
千
五
百
メ
ー
ト
ル
、
ア
カ
イ
エ
缶
な
ど
手
洗
鉢
は
少
く
と
も
一
け
に
す
ん
で
ー
ま
す
の
で
、
ご
川

六一

O
六
三
浦
田
千
代
子
原
口
町
七
班
8
・
ー
そ

の

何

…

蚊
の
生
態

ま
で
生
存
し
、
秋
に
発
生
し
た
カ
は
五
百
メ
ー
ト
ル
、
ヤ
ブ
カ
週
間
に

一
間
水
を
入
れ
か
え
る
み
な
ど
を
柑
や
悶
に
放
り
と
む
一

八
O
二
七
一
回
申
立

一

浦

一
区

8
・
ー
そ
の

化

川

イ

ヱ
蚊
や
ハ
マ
ダ
ラ
蚊
の
一
部
は
百
メ
ー
ト
ル
内
外
で
す
。
ょ
う
心
が
け
ま
す
。
底
引
隅
な
と
と
は
、
伎
の
需
生
か
悶
加
さ
川

一三

三

五

申

村

豊

松

並

病

横

内

8
・

ー

そ

の

他

…

の

蚊

の

変

態
H
N
蚊
は
昆
虫
類
の
は
越
冬
し
て
、
翌
年
、
吸
血
産

病
気
の
媒

介

ど

に

空
び
ん
空
缶
あ
る
い
は
潰

せ
る
乙
と
に
な
り
ま
す

1
1

叩

六
一
四
五
六
古
瀬
梅
代

竹
松
住
宅

4
・
1
紛
失
(
職
域
)
…

多
く
の
も
の
と
同
様
に
完
全
変
卵
し
て
い
る
よ
う
で
す
、

(雄

マ
ラ
リ
ア
H
ハ
マ
ダ
ラ

カ

物

桶

な

ど

手
放
慢
す
る
と
、
雨
命
湿
地
H
棚零

作

つ
て
排
水
す
川

六

一
一
一
二
一
ニ
満
江
照
夫
堺
町

4
・

ー

そ

の

他

川

態

し

ま

す

。

は

越

冬
し
な
い
)

テ
ン
グ
熱
H
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
水
が
た
ま
っ
て
蚊
の
発
空
す
る
る
の
が
も
っ
と
も
よ
い
。

(
保
険
衛
生
課
)
川

市
有
林
立
木

の
公
入
札

A
物
件
所
在
地

五
ノ
郷
字
後
平
原

(
一号

二
号
)

-92
・-=
z
a--
=コ
ヨ
2
7
・当τ
ε'z
、之Eze
---一広
三Z
当ata-
-==
=az
==-
J-
7
・zzar--
畑、.2r
=
・・2f
Ra---zv

被
保
険
者
証
の
無
効
公
告

外
出
中
の
子
ど
も
さ
ん
は
、

夜
八
時
に
な
っ
大
ら
お
う
ち
J¥ 

帰
り
ま
し
ょ
う
。

五
ノ
郷
字
石
原
(
一
号
J
五

号
)

五
ノ
郷
字
飯
探
山
(
一
号
、
t

五
号
)

樹
種
は
い
す
れ
も
雑
木

A
現
場
案
内
八
月
八
日

(希

望
者
は
午
前
九
時
三
十
分
ま

で
五
ノ
郷
山
下
政
十
氏
宅
付

近
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
)

ム
入
札
八
月
九
日
午
後
二
時

J
二
時
三
十
分
、
松
原
公
民

舘
で
一
般
競
争
入
札

ム
入
札
保
証
金
は
入
札
額
の
五

分
以
上
の
現
金
を
、
入
札
と

同
時
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
開
札
は
入
札
締
め
切
り
後
直

ち
に
行
な
い
ま
す
。

八
入
机
心
得
審
は
入
札
前
お
渡

し
い
た
し
ま
す
。

な
お
入
札
当
日
は
印
鑑
を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

(
農
林
課
)

引
揚
者
国
債

の
買
上
償
還

国
庫
債
券
の
記
名
者
で
、
つ

ぎ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
買

上
償
還
ぞ
必
要
と
す
る
か
た
は

福
祉
事
務
所
に
申
込
ん
で
く
だ

さ
い

0
.

ム
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ

る
保
護
を
受
け
て
い
る
も
の
、

お
よ
び
保
襲
を
受
げ
て
い
な
い

が
、
宜
活
に
困
窮
し
て
い
る
も

の
、
自
立
更
生
の
た
め
生
業
資

金
と
し
ア
買
上
げ
を
必
要
と
す

る
も
の
。

ム
買
上
限
度

一
相
暗
に
つ
き

五
万
円
以
内

ム
申
込
期
日
八
月
五
日
か

ら
八
月
十
日
ま
で
。

A
申
込
用
紙
は
福
祉
事
務
所

に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

(
福
祉
事
務
所
)

拠
出
制
国
民
年
金

制
度
の
説
明
会

明
年
四
月

一
日
か
ら
掛
金
を

は
じ
め
る
国
民
年
金
の
制
度
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
、
つ
ぎ
の

日
程
で
行
な
い
ま
ず
か
ら
、
も

よ
り
の
会
場
で
ぜ
ひ
聞
い
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
ご
不
審
の
点
は
、
そ

の
折
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
@

月

日

時

刻

8
・
5

前
九
時

公
民
舘

5

後
二
時

。
し
与
す

鼻

ιbhJFa'
HHい

後
二
時

前
九
時

後
二
時

後
七
時

場
所

竹
松
本
町

6 

泊四 坂 宮犬上
回 大 口 小 川 小
庄村。略国防
宅 出 。。口
公張 。
民 所

6 8 8 9 書官 8 

前
九
時
開
訪
。

俊
二
時
水
田
二
区
9
・

0
七
時

親
和
会
。

前
九
時
正
法
寺

俊
二
時

間

大
村
出
張
所

前
九
時
中
央
公
民
館

後
二
時
前
舟
津
。

前
九
時

東
大
村
小
学
校

後
ご
時
大
村
。

(
福
祉
事
務
所
)

9 12 12 11 11 10 10 9 

俳

句

講

座

ム
内
容

俳
句
入
門
講
座

ム
期
H

八
月
三
日

・
八
日

・

十
一
日
(
午
後
七
時
三
十
分
J

九
時
三
十
分
)

A
場
所
巾
央
公
民
館

〈
講
師

側
川
謙

一
氏

ム
受
講
料
は
無
料
、
ど
な
た
で

も
容
如
し
て
く
だ
さ
い
。

(
中
央
公
民
館
)

日
日
@
花
火
大
会

恒
例
の
花
火
大
会
は
八
月
十

三
同
午
後
八
時
か
ら
玖
島
崎
海

岸
一
帯
で
儲
さ
れ
ま
7
0

当
日
は
打
上
花
火
、
仕
掛
花

火
な
ど
約
六
百
発
が
打
上
げ
ら

れ
、
七
色
の
饗
五
が
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
す
。
(
商
工
水
産
税
)
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元
気
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

県
外
就
職
者
か
ら
ぞ
く
ぞ
く
便
り

L矛264号)

本
年
三
月
巾
学
校
ぞ
卒
業
し
、
一
い
ま
し
た
。
会
社
の
人
た
ち
は
皆

県
外
に
就
職
し
た
四
百
二
十
四
名
一
親
切
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ま

に
対
し
て
、
大
村
地
ぽ
就
職
促
進
一

た
六
月
に
は
大
阪
、
京
都
見
物
の

対
前
協
議
宏
長
、
大
村
公
共
職
業一

旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

わ
た

安
定
所
長
の
同
名
の
名
で
、

去
る
一

し
た
ち
は
安
定
所
の
お
世
話
く
だ

六
月
二
十
七
円
倣
励
文
場
発
送
し

一
さ
つ
た
会
社
に
畏
く
働
ぎ
た
い
と

ま
し
た
と
乙
ろ
、
と
の
ほ
ど
元
気
一
思
っ
て
お
り
ま
す
。

(
後
略
)

な
便
り
が
桐
つ
い
で
到
若
し
関
係
一
犬
阪
市
東
住
吉
区
加
美
橋
町

者
一
悶
を
寓
ば
せ
て
い
ま
す
。
一
へ
就
職
し
た
西
中
出
身
の
小
山

そ
の
中
の
て

二
を
拾
っ

て
見

一

秀
樹
汎
か
ら
は

ま

す

と

一

(

前

附
)
毎
年
就
職
の
位
話
で

愛
知
県
一

宮
市
ヘ
就
職
の
賀
瀬
中

一犬
変
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
も

学
校
出
身、

mm愛
子
さ
ん
か
ら

一無
事
就
臓
で
き
た
と
と
が
う
れ
し

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
一
ぐ
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

た
。
有
り
が
た
く
治
ま
せ
て
い
た

一
さ
で
も
早
や
四
カ
月
に
な
り
ま

だ
き
ま
し
た
。
私
も
元
気
で
働
い
一
し
た
が
五
月
十
三
日
か
ら
の
日
記

て
お
り
ま
す
。

一を
見
る
と
、
友
達
と
の
い
ざ
こ
ざ

三
カ
月
も
た
ち
ま
し
た
の
に
、
一
主
人
に
し
か
ら
れ
た
と
と
な
ど
、

ま
だ
い

っ
と
う
に
慣
れ
そ
う
に
も
一
い
ろ
い
ろ
で
す
。

あ
り
ま
せ
ん
が

一
生
極
命
頑
張
ろ
一
で
も
わ
た
し
た
ち
は
そ
の
波
を

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
先
同
は

一の
り
と
え
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
も

一
宮
安
定
所
か
ら
も
来
て
く
だ
さ
一

皆
慌
の
声
援
と
思
っ
て
お
り
ま
す

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
く
だ
さ
一
私
の
書
い
た
日
記
が
よ
か
っ
た
ら

りよナゴ政市村大〈毎月1日，10日，20日発行〉

国
民
健
康
保
険
で
医
者

に
か
か
る
と
き

は

必

ず

被
保
険
者
証
を
持
参
す

る国
民
健
康
保
険
で
医
者
に
か
か

る
と
き
は
、

既
に
皆
様
に
交
付

し
て
い
る
被
保
険
者
証

(
昭
和

お
年
度
分
は
藤
色
の
も
の
)
を

医
者
(
病
院
の
窓
口
)
に
提
出

品
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が

↑
ま
だ
完
全
に
実
行
さ
れ
ず
、
医

品
者
お
よ
び
市
は
大
変
困
っ
て
い

「
ま
す
。

叩

医
者
お
よ
び
市
は
、
と
の
被

』
保
険
者
証
に
記
載
し
た
番
号
と

明
氏
名
に
よ
り
保
険
め
什
単
を
す

一
る
わ
け
で
す
が
、
折
角
交
付
し

た
も
の
を
、
正
当
に
使
用
し
て

も
ら
い
ま
せ
ん
と
事
業
の
運
営

は
円
滑
に
い
か
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
忘
れ
ず
に
持
参
レ

提
出
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

送
り
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
で
後
輩

の
た
め
に
で
も
な
れ
ば
と
思
っ
て

お

り

ま

す

(

後

略

)

(
大
村
地
区
就
職
促
進

対
策
協
議
会
)

危

険

物

取

扱

主
任
者

の
試
験

県
で
は
危
険
物
取
扱
主
任
者

の
抵
験
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な

い
ま
す
。

ム
試
験

八
月
十
九
日
、
長
崎

市
長
崎
東
高
校

・
佐
世
保
市
佐

世
保
北
高
校

ム
受
験
申
込
八
月
十
日
ま
で

県
地
方
課
(
郵
送
の
場
合
は
七

日
付
消
印
ま
で
)

農
業
委
員
会
の

役
員
き
ま
る

七
月
二
十
日
か
ら
新
し
く
発
足

一し
た
農
業
委
員
会
の
役
員
が
つ
ぎ

一の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

ム
八
月
十
円
県
庁
一
階
小
講
堂
一

(敬
称
略
)

十
二
日
佐
間
保
市
ア
メ
リ
カ
文

一〔
会
長
)
福
井
義
美
〔
副
会
長
〕

化
セ
ン
タ
ー

(
時
間
は
午
前
十

一岩
崎
常
雄

〔
農
地
部
会
長
〕
藤
崎

時
1
午
後
三
時
)

一克

一
〔
同
副
会
長
〕
福
田
普
作

A
手
数
料
一
件
に
つ
き
百
五
十

一
〔
農
政
部
会
長
)
福
井
義
美
〔
同

円

(

図
書
館
)
一副
会
長
)
蹴
越
久
太
郎

(農
業
委
員
会
)

ム
く
わ
し
い
と
と
は
消
防
本
部

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(消
防
本
部
)

銃
砲
刃
剣
類
の
審
査
会

;連:
t)~UJit 

初，• ~ 

;:'::犯"

iiまjJ;

;で::;;

良青

化少

;防年

l止不

子
ど
も
さ
ん
の
犯
罪
原
因
そ
調

べ
ま
す
と、

保
護
者
が
子
ど
も

さ
ん
そ
見
守
る
心
掛
け
が
足
ら

な
か
っ
た
も
の
が
多
い
よ
う
で

す
。
つ
ぎ
に
掲
げ
る
よ
う
な
場

合
に
は
不
良
化
の
兆
し
で
あ
る

乙
と
が
多
い
よ
う
で
す
か
ら
、

不
審
な
点
や
相
談
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
密
察
、学
校

⑨
被
保
険
者
の
異
動
が
あ
っ

た
と
き
は
、
被
保
険
者
証
ぞ
保

険
衛
宜
課
ま
た
は
出
張
所
に
提

出
を
し
て
訂
正
し
て
も
ら
う
こ

と
。①

国
民
健
康
保
険
で
な
く
な

国
保
の
被
保
険
者
証
と

医

療

費

は

窓

口

に

昭和初年 8月1日
(昭和33年4月22t:1第三穐郵使物認可〉

被
保
険
者
証
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
つ
ぎ
の
と
と
を
守
っ
て

く
だ
さ
い。

①
俣
者
に
か
か
る
と
き
は
必

ず
持
参
し
窓
口
に
提
出
す
る
と

と
.

っ
た
と
き
(
転
出
、
職
域
保
険

日
雇
健
保
、
生
活
保
護
な
ど
に

核
当
)
は
、
被
保
険
者
証
そ
必

ず
市
役
所
ヘ
返
す
と
と
。

④
以
上
の
と
と
を
守
っ
て
。

ら
い
ま
せ
ん
と
、
被
保
険
者
の

あ
る
い
は
保
護
司
の
か
た
に
相

談
し
て
、

双
葉
の
う
ち
に
悪
の

芽
ぞ
摘
み
と
り、

不
良
化
、
犯

罪
化
ぞ
防
ぐ
よ
う
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
態
度
や
言
葉
つ
き
が
変
っ
て
く

る
。

勿
服
装
、
み
ま
わ
り
品
な
ど
を
気

に
す
る
。

⑦
v

っ
そ
が
多
く
な
る
。

④
勉
強
や
業
務
を
怠
る
。

⑤
学
校
や
勤
務
先
か
ら
の
帰
り
が

遅
く
な
る
@

⑤
舛
出
が
多
く
な
る
。

権
利
を
正
当
に
主
張
し
た
と
は

認
め
ら
れ
ず、

い
ろ
い
ろ
不
利

益
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

医
療
費
の
半
額

二

部

負
担
金
)
は
、
そ
の
都

度
医
者
に
窓
口
で

①
国
民
健
康
保
険
で
医
者
に
か

か
っ
た
場
合
、
医
療
費
の
半
額

は
、
原
則
と
レ
て
そ
の
都
度
医

者
の
懇
口
で
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す。
②
も
し
、
何
か
の
都
合
で、

そ
の
時
支
払
う
と
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
き
は
、
後
日
速
か
に

⑦
学
業
成
織
が
著
し
ぐ
低
下
す
る

⑨
所
持
品
に
疑
点
が
生
じ
て
く
る

め
変
な
反
逆
が
あ
ら
わ
れ
る
。

⑩
読
み
も
の
が
変
っ
て
く
る
。

。
夕
食
時
に
も
空
胞
を
訴
え
な
い

⑫
喫
煙
、
飲
酒
を
覚
え
る
。

⑬
手
紙
や
沼
話
に
対
し
て
敏
感
に

な
る
。

⑪
金
使
い
が
荒
く
な
る。

暴
力
団
に
は

暴
力
犯
罪
は
必
ず
「
お
ど
し
文

支
払
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

~

⑥
医
者
か
ら
請
求
書
や
催
告
十

状
が
来
た
と
き
は
、
す
ぐ
支
払
品

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い。

↑

@
以
上
の
手
続
き
で
も
、
な
四

お
支
払
わ
れ
な
い
と
き
は
、
医

者
は
市
へ
滞
納
処
分
の
請
求
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
と
の
請
求
が
き
ま
す
と
市

は
市
税
と
同
様
の
方
法
で
皆
様

に
納
め
て
も
A
う
と
と
と
な
り

不
利
益
に
な
る
と
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
と
の
点
も
じ
ゅ
う
ぶ

ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い。

(保
険
衛
笠
課
)

句
」
が
つ
き
も
の
で
す
、

と
の

お
ど
し
文
句
を
真
に
受
け
て
、

届
け
出
な
い
と
か
れ
ら
の
思
う

つ
ぼ
に
は
ま
り
ま
す
。

川
被
害
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
身

辺
は
必
ず
守
り
ま
ず
か
ら
響
察

に
届
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

(
大
村
暫
察
署
)

「
あ
れ
は
カ

モ
だ
日」

不
良
に
ス
キ
を
見
せ

る
べ
か
ら
ず

農

業E
弓司ト

メ

〔
水
稲
〕

迎
臼
の
平
天
で
水
稲
の
生
育
は

良
好
で
す
が
、
他
方
、調
概
水
不

定
で
す
で
に
田
面
に
割
れ
目
が

生
じ
て
い
る
地
域
も
見
ら
れ
、

捜
家
の
み
な
さ
ん
は
降
雨
を
待

ち
望
ん
で
い
ら
れ
る
と
と
と
思

い
ま
す
。
と
旬
は
幸
い
無
効
分

け
つ
期
で
あ
り
、
水
不
足
の
弊

害
は
も
っ
と
も
少
な
い
時
期
で

あ
り
烹
す
が
、
水
の
掛
け
引
き

に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
注
意
が
必

v

要
で
す
。

w

@

水

の

じ

ゅ
う
ぶ
ん
あ
る
水

w

回
、
地
力
の
高
い
所
、
堆
既
肥

仰
や
緑
肥
な
ど
の
有
機
質
肥
料
を

w
施
し
た
と
と
ろ
。

漁
具
に
さ
わ
、り

な
い
よ
う
に

海
岸
に
漁
具
(
磯
建
網
)
を
設

け
て
あ
り
ま
す
が
、
海
水
浴
中
に

網
を
切
り
取
っ
た
り
、
さ
わ
っ
て

と
わ
し
た
り
し
て
、
漁
家
の
か
た

が
大
変
迷
惑
し
て
い
ま
す。

網
に

さ
わ
る
と
体
に
巻
き
つ
い
て
危
険

で
す
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

(
商
工
水
産
課
)

公
売
お
知
ら
せ

市
税
滞
納
に
よ
り
、
差
押
え
た

財
産
を
つ
ぎ
の
と
お
り
、
宍
売
に

付
し
ま
ず
か
ら
、
胃
受
希
望
者
は

当
日
定
刻
ま
で
に
、
印
鑑
持
参
の

う
え
ど
参
集
く
だ
さ
い。

ム
日
時

八
月
十
日

午
後
二
時

ム
公
売
場
所

市
役
所
税
務
課

一
般
競
争
入
札

見
積
価
額
の
百

ム
公
売
方
法

ム
公
売
保
証
金

分
の
十

ム
代
金
納
付
期
限

午
後
三
時

八
月
十
七
日

A
農
地
の
公
売
に
つ
い
て
は
、
県

知
事
の
発
す
る
、
適
格
証
明
書

を
有
す
る
も
の
に
限
り
入
札
を

⑦
排
水
の
悪
い
水
田

⑦
根
腐
れ
に
よ
る
秋
落
水
回

以
上
は
出
関
前
三
五
日
(
腕
生

で
大
体
八
月
五
日
ご
ろ
)
そ
中

心
に
申
干
し
を
行
な
い
ま
す。

申
干
し
の
程
度
は
田
商
に
軽

い
割
目
が
空
じ
踏
む
と
軽
い
足

跡
が
つ
く
樫
肢
を
目
当
て
に
行

な
い
ま
す
。

④
水
の
不
足
し
て
い
る
水
田

と
く
に
溜
出
等
に
よ
る
湘
慨
を

行
な
っ
て
い
る
水
田
で
は
断
水

の
彫
物
の
も
っ
と
も
少
な
い
時

期
で
す
か
ら
、

最
悪
の
場
合
は

幼
閉
山
形
成
期
以
後
時
々
走
り
水

の
で
き
る
よ
う
に
計
画
的
断
水

を
行
な
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

⑤
す
で
に
削
れ
目
の
で
き
て

い
る
水
田
で
は
、

土
中
水
分
を

保
つ
た
め
表
土
を
二
セ
ン
チ

許
可
す
る
。

ム
公
売
物
件

①
窟
の
原
郷
大
川
田
百
五
十
番

畑
一
反
歩

myd闘
の
原
郷
市
江
五
百
六
十
七

番
畑
一
反
歩

⑨
今
村
郷
聞
の
原
干
百
九
十
一

番
の
二
畑
三
畝
十
三
歩

④
今
村
郷
西
の
原
干
百
七
十
六

番
畑
六
畝
八
捗

レ
ク

リ

エ
ー

シ
ョ
ン
は

皮
を
越
す
べ
か
ら
ず

「
ヤ
ツ
ト
め
が
家

へ」

(
約
七
分
)
ぐ
ら
い
中
耕
し
割

れ
目
ぞ
ふ
さ
ぐ
か
、

麦
ワ
ラ
ぞ

一
0
ア
ー
ル
当
り
五

0
0
キ
ロ

ぐ
ら
い
を
敷
き
ま
す
。

除
軍
剤
の

「
一了
四

l
D
」

の
使
用
は
晩
生
で
八
月
五
日
ご

ろ
ま
で
に
は
必
ず
絡
り
ま
し
ょ

う
。
お
そ
く
な
る
と
問
が
小
さ

く
な
り
多
収
は
望
め
ま
せ
ん
。

〔
そ
さ
い
〕

花

や

さ

い

H
十
二
月
l
一二
月

ど
り
「
花
や
さ
い」

の
積
ま
き

は
七
月
下
旬
が
適
期
で
あ
る
が

ま
だ
ま
い
て
な
い
向
は
一
日
も

早
く
ま
き
ま
し
ょ
う
。

品
種
は
増
間
腕
生
、
房
州
中

生
、
雲
仙
ニ
只
等
で
し
ょ
う
。

か
ん
ら
ん
日
冬
J
早
群
ど

り
は
播
檀
の
適
期
で
す
、
豊
凶

夏
時
、
畏
岡
本
人
間
夏
時
理
組
、

①
徳
泉
川
内
郷
上
中
山
千
百
十

二
番
の
二
十
五
原
野
七
反

四
畝
五
捗

兵
庫
交
配
一
号
、
太
御
所
等
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

は
な
や
さ
い
、
甘
争
ん
と
も

盛
夏
時
で
乾
燥
が
は
げ
し
い
の

で
練
り
床
に
ま
い
た
方
が
成
績

が
よ
い
。

〔
み
か
ん
〕

み
か
ん
の
摘
果
は
前
月
に
引

き
つ
づ
き
行
な
い
、
最
終
の
仕

上
げ
を
行
な
い
ま
す
。

赤
ダ
一
一
、
サ
ピ
ダ
ニ
の
発
主

に
注
意
、
ア
ヵ
l
ル
一
、
五
O

O
倍
液
を
散
布
し
ま
す
。

ヱ
カ
キ
虫
、
幼
木
、
若
木
は

前
月
に
引
き
つ
づ
き
防
除
を
徹

底
し
ま
す
。

平
天
が
っ
つ
い
て
い
ま
す
の

で
、
取
箪
は
も
ち
ろ
ん
、
竹
筒

で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
溢
水
し
ま
す

⑤
池
間
郷
柿
木
原
五
十
四
帯
第

一

一

畑
一一一畝
十
九
歩

↓ム
愛
矧
県
・
機
械
工

(男
二
十
才

⑦
池
田
郷
仰
木
七
十
八
番

畑
五
畝
二
十
一ニ
接

池
田
郷
柿
木
原
七
十
九
番

畑
ニ
反

一
畝
九
歩

池
田
郷
仰
木
原
八
十
四
番

畑
三
畝
十
九
歩

①
乾
馬
場
榔
百
六
十
七
番
の
ニ

家
房
審
時
間
郷
二
百
十
六
番

の
二
木
造
五
茸
二
階
建
住

家

一
一槻
建
坪
三
十
四
坪

外
二
階
十
九
坪
七
合
五
勺

ま
で
月
収
六
千
五
百
円
以
上
)

A
開
制
陶
工
へ
男
二
十
才
ま
で
月

収
七
千
円
以
上
)

ム
同
府
員
(
男
二
十
才
ま
で
月
収

七
千
三
百
円
)

A
県
内
坑
内
夫
(
司
四
十
才
烹
で

日
収
五
百
五
ぃ
円
以
上
)

A
東
京

・
錨
返
工
「
男
三
十
百
才

ま
で
日
収
ベ
百
円
)

①
電
話
加
入
権

竹
本公
局
四
番

丹、
ま愛
で 知
可 L県
i民 紡
A t炎
下工
五 (
I~f 女
月二
五よ 1・

」二五
) 才

⑩
電
話
加
入
権

二
十
九
番

大
卒寸
周
/¥ 

百

刀、
l民間
八織
千市
円 工
j孔(
上女

十

才
ま
で
月

。
躍
話
加
入
権

三
番

大
手寸
周
五
百

ど〉
六 同
千製
円 陶
以 工
」 二 (

十
才
ま
で
月
i段

犬
村
周
二
百
一

一
A
同
炊
事
婦

(
四
十
才
ま
で
月
収

手
取
六
千
円
以
上
)

(大
村
公
共
職
業
安
定
所
)

⑫
電
話
加
入
権

十
三
番

⑬ 
七 培
+ tfi!i 
プに力日
番人

桁i

大
村
局
八
百


